









例 会 発 表 要 旨 第146回1996.2.10. 『デザイン理論』35/1996
家電 メー カーにお けるIDデ ザイナーの役割 の変遷




去 を振 り返 り,エポックとなる出来事 ・事柄
を歴史的に検証することが行われている。
IDデザイ ンの世界で も,戦後のデザイン



















































の段階。 しかし,製 品の機種,品 目も増加 し
工業デザインの認識 も高 まってきた。 しか し,
まだデザイナーはアーティス トの延長上に存


























ンが取 り上げられ,個 々の商品企画か ら生活













成長神話 も終焉を迎 え,あ れほど強かった日






割の変遷 と言 うテしマだ った訳ですが,経 済
活動 との係わ りの中でのデザインということ
で,い ろいろな経済的な指標 を元に,具 体的
に,そ の影響 と関連性を考察することがデザ
インを考えるときの新 しい切 り口となるので
はないか と考 えたわけです。戦後,日 本経済
がアメリカの影響を受けなが ら成長 してきた
様 に,日 本にIDが導入された ときには,ア
メリカの豊かさに憧れ,模 倣か ら始 まり,現
在 まで追い付 き追い越せ と頑張ってきたので
す。そのデザイン活動は,ビ ジネスとしての
IDの確立を果たし,企 業の組織の中にしっ





展 とともに拡大 して きたが,日 本経済が曲が
り角に来た時に,運命共同体 としてその盛衰
が成されていることがわかる。
今後,円 高基調の基で生産の海外移転が進
んでい くことは,IDデザイ ンの世界がグロ
ーバル化することであり,海外との分業 また
は共同ワーク等,日 本国内にこだわってはい
られないということを意味すると考える。こ
のこと億,工Dデ ザイナ亠の育成,教 育にも
大 きな影響を与 えていくものと考える。
以上
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